
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォトエッセイ ＃５１ 

函館の庭 千草繚乱 

２０２３．６．１１～１５ 

島 田 祥 生 

母に会いに函館へ行ってきた 

１００歳まで一人暮らしで頑張っていたが３年前に施設へ 

今でも、しっかりした物言いで、感心させられることしきり 

 

無住の庭は、千草が跋扈 

それでも、かつて丹精していた名残がそこここに 

「雑草」に埋もれながらも頑張っていた 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０年ほど前に母の日に贈ったクレマチス 

貰った花は、すべて地植えしていた 

この花も大きな株になり 

毎年この時期、庭の主であり続けている 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノビル（アサツキ？）の花 

雪解けころの球根を酢味噌あえにすると絶品 

土を移す度にそこかしこに広がっている 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャクヤク 

雪解けまもなく 

赤い芽がたくさん顔を出すのが嬉しかった 

 

周りには、ユリや 

招かざる草草が 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは何でしょうか 

庭の奥に、１列になって植わっています 

地味な花ですが 

大切にしていたところを見ると、実がきれいなのかも 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オダマキソウは、立派な株をつくり 

タネをどんどん飛ばす 

ドクダミにも負けず頑張っている 

でも、ちょっと乾いたところが好きなようです 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、アヤメ？カキツバタ？はたまたショウブ？ 

どうもこれは、僕が 

五稜郭近くの湿地から持って来たものらしい 

周りに繁茂しているつる草は 

小さな刺があり、ねばねばしていて気色悪い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一輪だけ咲いていた 

何処から来たのかなあ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ムラサキツユクサです 

大きな株になって、あちこちで咲いていました 

でも、お日様が高くなると萎んでしまいます 

切り花にもできない、気難しい花です 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギボウシの株 

ヨコハマでは咲いていますが 

咲くのは一カ月あとかも 

この花も、紫 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先程の、『ノビル』 

後ろに生えているのはシュウメイギク 

秋口には、白い花が楽しめます 

周りにあるのは、にっくきスギナ 

地下茎でどんどん増えています 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オダマキソウの大株 

着いたときは沢山の花が咲いていましたが 

あっという間にタネづくりバージョンに 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これもちょっと違ったオダマキソウ 

前のものとちょっと違う 

でも、隣り合わせで仲良く大きな株になっています 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「らんまん」の万太郎が愛でていたドクダミ 

よく見ると、かわいらしい花ですね 

薬草として認められていますが・・・ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここまで跋扈されると 

独特な臭いもあって嫌われてしまいます 

とにかく、根っこの切れ端が残っているだけで 

どんどん増えてしまい手に負えません 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スギナさえ見えなければいい庭でしょう 

シュウメイギクが目につきます 

秋には一重の白い花を沢山咲かせて壮観です 

ゆりは、どのような花が咲くか、お楽しみ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミヤコワスレは 

この一角にだけに群生している 

左の大きな葉っぱは、タンポポ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、なんの花かご存知ですか 

乾き気味の場所にすくっと咲いていました 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何処からか、タネでも飛んできたのでしょうか 

アカツメクサの株がありました 

これは、雑草？それとも・・・ 

ピンクの花弁の根元をなめると、ほんのりと甘い 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姪が種を蒔いたとか 

土地が肥沃なのでしょう 

このシロツメクサは雑草にも負けず 

大きな花を咲かせていました 

 

左に見える「ギシギシ＝ウマダイス」は 

翌日駆除されました 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このつる草が庭中に跋扈 

排除の対象に 

アッという間に山になるほどの茂り方でした 

かんたんに抜けるけれど、またすぐ繁茂しそう 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タネが飛んで根がしっかり広がるヨモギ 

ごぼうのような根になり、たくさんのタネを飛ばすギシギシ 

前出のつる草とこれら３種が、今回の駆除の対象 

すごい量デシタ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これも、招かざる者「アザミ」 

きれいなピンクの花を咲かすのですが 

タネは風に乗って遠くまで飛んでいきます 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大株になったジャーマンアイリス 

気が付けば、この季節の我が実家の庭は 

ムラサキ系の花が跋扈 

この庭、荒れているというのか茂っているというのか 

いずれにしても、いい季節に来れてよかった 

 


